
医療法人せいざん　青山病院　　　　　　　　　　 令和3年8月号

季節の風景診療案内　　
月曜日～金曜日　午前：９時～１２時　午後：４時～６時　
土曜日　　　　　午前：９時～１２時　午後：休診
休診日：日曜・祝日・年末年始(12月31日～1月3日)・お盆(8月15日)
※8月9日(月)は振替休日の為、14日(土)はお盆の為、外来は休診となります。

月曜日　午前：青山　午後：大村  　　　　　木曜日　午前：大村　午後：宮里
火曜日　午前：大村　午後：宮里　　　　 　 金曜日　午前：宮里　
水曜日　午前：宮里　午後：卜部・原                午後：竹中(脳神経内科)　 
　　　　　　　　　　　　　(腎臓内科)　    土曜日　午前：内科(交代制)
　　　　　　　　　　　　　　　 

涼　シワガラの滝

 
 

風　

鈴

         ５月下旬から本館に配属させてい
         ただきました石畠美加と申します。
         出身は山口県下関市で、進学のた
         めに呉に来ました。
         2歳と4歳の子どもを育てる母です。
透析に関する知識はまだまだですが、知識
・経験豊富なスタッフの方々とともに日々
努めていきたいと思いますので宜しくお願
いします。

新しい職員のご紹介 　　　　 
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じ
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。

                      人の身体には、細菌やウイルスなど
　　　　　　　　　　が入ってくると、これに抵抗して身体
　　　　　　　　　　を守ろうとする働きがあります。
                      この時に働く物質のことを 『抗体』 と
言い,細菌やウイルスが悪い働きをしないようにします。
人のからだには、自分のからだにないものを見分ける
力が備わっていて、それを認識したら『抗体』を作り出
して排除します。
この働きを免疫反応といい、『抗体』はいわば、からだ
を守ってくれる防衛軍(戦士、武器)と言えます。
しかし、からだを守る働きをする抗体が逆に悪い働き
を起こす場合があります。
いわば反乱軍ですが、これをアレルギーと言います。
例えば花粉症の場合、本来有害ではない花粉を敵だ
と過剰反応し抗体が作用して、鼻水や涙で外に追い出
そうとします。
ワクチンは、敵(ウイルスなど)を少しだけからだの中に
入れて、敵の特徴を防衛軍に教えています。
敵が2回目にからだの中に入ってきても防衛軍(抗体)
は敵の顔や特徴を覚えているのですぐにやっつける
ことができます。
しかしワクチンも万能ではないので、手洗い、アルコー
ル消毒、マスク着用など、3密を避ける感染対策を基本
とし、優先的に続けていきましょう。

医
療
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言 

葉 

「抗体」

         新館で勤務している大内陸と申し
　　　　 ます。
         広島生まれで、呉に住むようにな
         ったのは、大学生からです。
         趣味は魚釣りで山口や島根・香川
　　　　・高知などの県外にも行きます。
現在は准看護師として勤務していますが、
広島文化学園大学を卒業しているので、青
山病院で働きながら勉強をして、次回の看
護師国家試験合格を目指しています。
まだ不慣れですが今後ともよろしくお願い
します。


